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伝統芸能の継承を通してみる農村社会の維持の可能
性
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密接不可分なものである.この点について小松和彦札人間が持つ｢特別な知識や技能の総称｣ (′ト
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追　記
本稿と.長谷部正｢農村の祭における芸能と食の伝承一一拡張版物語り論の適用可能性-｣ (2009
年度日本農業経済学会論文集, 2009, 346-353)とは論点が重複している.ただし,後者は風
景論的視点による農村の祭の持続性に焦点をあてた議論となっている点が本稿と異なるので,併
せて参照頂ければ幸いである.
なお, 2010年2月の黒川能が演舞される王紙祭の時に
桜井佳乃著F王統祭を見るJ (有)アート写真印刷, 2010年1月
について知った.同著は,一般客に見える範囲における王所祭について(無理やり本稿の表現
に関連づけると)単に見るだけでなく, ｢からだで聞き,からだでわかった｣ことを呑み込んだ上で,
わかりやすく,かつ,抑制された筆致で表現されており,現在の王祇祭を知るための基本的な資
料の一つである.
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